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県
官
公
需
懇
談
会
・
県
議
と
の
懇
談
会
で　

項
目
要
望　

２
・
3

12

中
小
企
業
団
体
情
報
連
絡
員
全
体
会
議　

４　

組
合
等
の
動
き　

５　

海
外
レ
ポ
ー
ト（
ユ
タ
州
）　

６　

１
月
の
景
況
調
査　

７　

『
岐
阜
県
し
ご
と
情
報
ひ
ろ
ば
』ご
案
内　

８　

事
務
局
だ
よ
り　

９

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央

会
は
、
三
月
七
日
・
八
日
、
岐
阜

市
の
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で「
挑

戦
者
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」を
メ

イ
ン
テ
ー
マ
に
『
創
業
・
企
業
経

営
刷
新
プ
ラ
ザ
』
を
開
催
し
た
。

　

こ
の
プ
ラ
ザ
は
、
二
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
中
小
企
業

挑
戦
支
援
法
の
活
用
方
法
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
創
業
予

備
軍
に
地
元
企
業
や
既
存
組
合
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、

組
合
設
立
と
創
業
促
進
に
よ
る
雇
用
創
出
に
つ
な
げ
る
狙

い
が
あ
る
。

　

第
一
日
は
、日
本
福
祉
大
学
経

済
学
部
の
中
村
智
彦
助
教
授
が

「
中
小
企
業
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
新
事
業
創
出
」を

テ
ー
マ
に
講
演
。

　

中
村
助
教
授
は
、日
本
経
済
は

高
齢
化
・
少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
、
国
際
競
争
、
デ
フ
レ

化
な
ど
問
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
全
国

各
地
の
事
例
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
起
業
す
る
た
め
の
ポ

イ
ン
ト
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
育
成
支
援
の
問
題
点
を
指
摘
し
な

が
ら
、
起
業
す
る
人
が
自
ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
必
要
性
を

説
い
た
。

　

第
二
日
は
、
月
刊
「
ア
ン
ト
レ
」
の
編
集
デ
ス
ク
増
田
紀

彦
氏
が
「
実
践
的
独
立
準
備
の
ハ
ウ
ツ
ー
」
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
。
創
業
を
成
功
に
導
く
に
は
、「
六
つ
の
Ｓ
」
の
課

題
を
創
業
す
る
前
に
解
決
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
で
あ

る
と
説
い
た
。

　

そ
れ
は
、
①
信
念
（
な
ぜ
創
業
す
る
の
か
）
②
商
品
（
何

を
売
る
の
か
）
③
市
場
（
誰
に
売
る
の
か
）
④
仕
組
み
（
ど

う
や
っ
て
売
る
の
か
）
⑤
資
金
（
創
業
に
は
い
く
ら
必
要
な

の
か
）
⑥
支
援
（
誰
が
ど
ん
な
助
け
を
し
て
く
れ
る
の
か
）、

そ
し
て
最
後
に
、
自
分
に
合
っ
た
独
立
形
態
を
選
択
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　
「
企
業
経
営
刷
新
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
で
は
、
中
村
智
彦
助

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

五
人
の
パ
ネ
ラ
ー
が
こ
れ
ま
で

の
経
験
を
踏
ま
え
た
活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
結
論
は
、

起
業
す
る
に
は
「
借
入
金
は
極

力
圧
縮
し
、
小
さ
く
生
ん
で
大

き
く
育
て
る
こ
と
で
あ
り
、
日
本
の
ど
真
ん
中
岐
阜
へ
世
界

か
ら
買
い
手
を
集
め
る
気
構
え
を
持
つ
」
こ
と
で
あ
る
。

　

二
日
間
を
通
じ
て
、
一
千
百
人
の
方
々
が
訪
れ
、
真
剣
な

交
流
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
等
に
参
加
し
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　

中
小
企
業
挑
戦
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
起
業
の
波
が
大

き
く
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

創
業
へ
の
積
極
的
支
援

　

創
業
・
企
業
経
営
刷
新
プ
ラ
ザ
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中
央
会
の
森
本
専
務
理
事
は
、
官

公
需
懇
談
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

「
国
・
県
あ
る
い
は
市
町
村
等
の
公

共
事
業
費
が
バ
ブ
ル
当
時
よ
り
五
兆

円
ほ
ど
減
っ
た
と
い
う
話
も
出
て
い

る
。
逆
に
建
設
業
関
係
の
企
業
数
は

増
え
て
お
り
、
競
争
が
激
し
く
、
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

状
況
に
あ
る
。
企
業
に
お
い
て
も
構

造
改
革
な
ど
を
進
め
る
一
方
で
、
行

政
に
お
か
れ
て
は
県
内
公
共
事
業
の

県
内
企
業
へ
の
優
先
発
注
な
ど
に
御

配
慮
い
た
だ
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
県
関
係
部
局
と
し

て
経
営
管
理
部
管
財
課
、
地
域
県
民

部
市
町
村
課
、
農
林
商
工
部
産
業
経

済
室
、
基
盤
整
備
部
企
画
管
理
課
建

設
技
術
室
、
同
建
設
政
策
課
、
同
公

共
建
築
課
、
同
道
路
建
設
課
が
出
席
。

出
席
し
た
部
会
員
の
中
か
ら
十
一
人

が
要
望
事
項
を
述
べ
、
そ
れ
に
対
し

て
関
係
部
局
か
ら
回
答
を
得
た
。

　

引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
『
県
議
会
幹

部
議
員
と
の
懇
談
会
』
で
は
、
辻
正
中

央
会
長
が
「
県
内
の
建
設
関
連
業
を

含
め
、
中
小
企
業
は
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
前
向
き
な
対
応
な
ど
、
ご
配
慮
い

た
だ
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

　

懇
談
会
に
は
、
県
議
会
議
員
で
県

建
設
関
連
業
団
体
部
会
顧
問
の
猫
田

孝
氏
を
は
じ
め
、
高
田
藤
市
氏
（
県

議
会
議
長
）、
山
下
運
平
氏
（
自
由
民

主
党
岐
阜

県
連
政
調

会
長
）、
松

岡
憲
郎
氏

（
地
域
県

民
委
員
長
）、

藤
墳
守
氏

（
厚
生
環

境
委
員
長
）、

渡
辺
猛
之

氏
（
農
林
商

工
委
員
長
）

が
出
席
し
、

部
会
員
が

要

望

を

行
っ
た
。
最

後
に
、
猫
田

部
会
顧
問
よ
り
「
自
治
体
に
お
け
る

分
離
発
注
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
市

町
村
合
併
の
動
向
に
よ
り
多
少
変

わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

地
元
企
業
の
優
先
的
な
受
注
、
地
元

製
品
の
優
先
使
用
等
に
つ
い
て
は
、

知
事
に
対
す
る
重
要
項
目
の
中
で
強

く
お
願
い
し
て
い
る
し
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
道
路
舗
装
の
採
用
に
つ
い
て

は
今
後
、
も
う
少
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
」
と
の

所
見
が
あ
っ
た
。

　

要
望
事
項
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

１　

分
離
発
注
の
必
要
性

　

分
離
発
注
は
、
専
門
工
事
業
者
の

施
工
技
術
、
施
工
責
任
、
コ
ス
ト
の

明
確
化
な
ど
極
め
て
合
理
的
な
方
策

で
あ
り
、
こ
れ
が
施
工
業
者
の
技
術

水
準
の
向
上
と
業
界
の
育
成
に
役
立

ち
、
活
性
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
促
進
す
る
た
め
に
、
分
離
発

注
を
実
施
さ
れ
て
い
な
い
自
治
体
が

分
離
発
注
を
容
易
に
実
施
で
き
る
支

援
組
織
（
�
岐
阜
県
建
設
研
究
セ
ン

タ
ー
）
の
強
化
と
県
、
市
、
町
等
の

更
な
る
分
離
発
注
の
執
行
に
つ
い
て

指
導
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
管
設
備

工
業
（
協
）、
岐
阜
県
電
気
工
事
業

（
工
組
）、
岐
阜
県
室
内
装
飾
事
業

（
協
）、
岐
阜
県
電
設
資
材
卸
業

（
協
）】

２　

地
元
専
門
業
者
の
優
先
的
活
用

　

岐
阜
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
と
岐
阜
県
建
設
関
連
業
団
体
部
会
（
戸
島
一
博
部
会
長
）
は
、
官
公
需
フ
ォ
ー

ラ
ム
と
し
て
『
県
官
公
需
懇
談
会
』
と
『
岐
阜
県
議
会
幹
部
議
員
と
の
懇
談
会
』
を
二
月
十
二
日
、
岐
阜
市
の
エ

ル
・
ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
（
旧
高
砂
殿
）
で
開
催
し
た
。

　

公
共
工
事
の
削
減
な
ど
、
中
小
建
設
関
連
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
部
会
員
二
十
四
組
合

か
ら
五
十
二
人
が
県
の
関
係
部
局
及
び
県
議
会
幹
部
議
員
に
対
し
、
官
公
需
受
注
機
会
の
増
大
、
分
離
発
注
な
ど

の
諸
課
題
等
に
関
す
る
十
一
項
目
の
要
望
・
陳
情
を
行
っ
た
。

中小建設関連企業への施策推進を
分離発注、再資源化への対応など１２項目要望

県官公需懇談会・県議会幹部議員との懇談会

県
関
係
部
局
と
の
官
公
需
懇
談
会

県
議
会
幹
部
議
員
と
の
懇
談
会 　

．．



　

県
発
注
の
公
共
工
事
（
型
枠
・
電

気
・
塗
装
工
事
・
電
設
資
材
・
瓦
等
）

に
つ
い
て
は
、
地
元
専
門
業
者
育
成

の
見
地
か
ら
、
地
元
中
小
企
業
者
の

優
先
的
活
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県

建
設
型
わ
く
（
協
）、
岐
阜
県
電
気
工

事
業
（
工
組
）、
岐
阜
県
塗
装
業
（
協
）、

岐
阜
県
電
設
資
材
卸
業
（
協
）、
岐
阜

県
瓦
商
工
業
（
協
）】

３　

県
発
注
工
事
の
岐
阜
県
板
金
工

業
組
合
員
の
施
工
明
記

　

県
発
注
建
設
工
事
の
う
ち
、
建
物

の
金
属
屋
根
・
板
金
工
事
の
施
工
に

対
し
「
設
計
図
書
の
特
記
仕
様
書
」

に
、
岐
阜
県
板
金
工
業
組
合
員
の
施

工
と
の
明
記
、
記
載
に
つ
き
要
望
す

る
。【
岐
阜
県
板
金
（
工
組
）】

４　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
道
路
舗
装
工
の

採
用

　

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
、
ト
ン
ネ

ル
部
、
重
交
通
道
路
に
は
採
用
さ
れ

て
い
る
が
、
耐
久
性
、
長
寿
命
性
及

び
そ
れ
に
伴
う
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス

ト
の
減
、
修
理
回
数
の
減
に
伴
う
交

通
渋
滞
の
解
消
、
明
色
性
、
耐
熱
性
、

耐
油
性
に
も
優
れ
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
に
お
い
て
有
利
な
ど
良
好

な
面
が
数
多
く
あ
る
の
で
、
多
方
面

で
の
施
工
採
用
及
び
交
通
条
件
が
厳

し
く
危
険
密
度
が
高
い
交
差
点
部
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
特
徴
を
活
か

し
て
、
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装

の
採
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
工
組
）、
岐
阜
県
東
濃

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
協
）、
白
川
生
コ

ン
（
協
業
）】

５　

品
質
管
理
監
査
合
格
工
場
の
生

コ
ン
ク
リ
ー
ト
優
先
使
用

　

県
の
公
共
工
事
に
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
審
査

を
パ
ス
し
て
い
る
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
場
の
製
品
を
ご
使
用
い
た
だ
い
て

い
る
が
、
我
々
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工

業
組
合
に
お
い
て
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
持
っ

て
い
る
工
場
で
あ
っ
て
も
、
責
任
の

も
て
る
製
品
を
提
供
す
る
た
め
、
加

え
て
全
国
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
品
質
管

理
監
査
会
議
が
作
成
し
た
全
国
統
一

品
質
管
理
監
査
基
準
に
よ
る
監
査
を
、

年
に
一
回
以
上
、
工
業
組
合
加
入
工

場
と
希
望
す
る
員
外
工
場
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
。
県
に
お
い
て
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｓ
を
持
ち
な
が
ら
さ
ら
に
努
力

を
し
て
品
質
管
理
監
査
に
合
格
し
た

い
わ
ゆ
る
優
良
工
場
の
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
優
先
的
に
使
用
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
（
工
組
）、
岐
阜
県
東
濃
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
（
協
）】

６　

公
共
工
事
に
係
る
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
適
正
価
格
で
の
施
行

　

我
々
生
コ
ン
組
合
員
は
、
良
質
の

生
コ
ン
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
定

供
給
を
し
、
適
正
な
価
格
で
販
売
す

る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
に
努
力
を
し
て

い
る
。
し
か
し
、
最
近
は
安
い
価
格

が
要
求
さ
れ
、
中
小
企
業
の
末
端
プ

ラ
ン
ト
工
場
で
は
、
採
算
を
度
外
視

し
た
価
格
を
要
求
さ
れ
、
じ
り
貧
の

状
況
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
公
共
工

事
の
発
注
及
び
生
コ
ン
使
用
に
は
適

正
価
格
（
各
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同

組
合
の
提
示
す
る
価
格
表
）
で
の
販

売
、
流
通
の
指
導
を
要
望
す
る
。【
岐

阜
県
広
域
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
（
協
）】

７　

公
共
工
事
で
の
地
元
製
品
の
優

先
使
用

　

�
土
木
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ

ク
製
品
使
用
の
公
共
工
事
に
お
い
て

は
、
地
場
産
業
育
成
の
観
点
か
ら
も

地
元
製
品
を
優
先
的
に
使
用
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
土
木
用
ブ

ロ
ッ
ク
（
工
組
）】

　

�
県
内
建
設
工
事
に
使
用
す
る
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
に
つ
い
て
は
、

県
内
工
場
で
生
産
さ
れ
た
製
品
並
び

に
県
検
査
合
格
製
品
を
優
先
的
に
使

用
さ
れ
る
よ
う
要
望
す
る
。【
岐
阜
県

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
（
協
）】

８　

随
意
契
約
及
び
協
同
組
合
の
積

極
的
活
用

　

県
発
注
の
委
託
業
務
（
建
築
設
計

監
理
・
建
物
保
守
監
理
）
は
、
随
意

契
約
に
す
る
と
と
も
に
、
協
同
組
合

の
積
極
的
活
用
を
要
望
す
る
。【
岐
阜

県
建
築
設
計
監
理
（
協
）、
岐
阜
県
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
協
）】

９　

公
共
建
築
物
の
木
造
に
よ
る
構

造
計
画
の
一
層
の
推
進

　

公
共
建
築
物
の
構
造
計
画
に
つ
い

て
は
、
環
境
に
や
さ
し
く
・
健
康
に

良
い
木
造
に
よ
る
公
共
建
築
物
の
一

層
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
木
製

建
具
の
積
極
的
な
活
用
を
要
望
す
る
。

【
岐
阜
県
建
具
工
業
（
協
）】

　
　

公
共
建
築
物
の
鉄
骨
造
り
の
推

10進
　

東
南
海
大
地
震
も
懸
念
さ
れ
る
現

在
、
公
共
建
築
物
に
対
し
て
は
、
耐

震
性
に
優
れ
て
い
る
鉄
骨
造
り
の
採

用
の
推
進
を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
鐵

構
工
業
（
協
）】

　
　
 
業
界
支
援
の
お
願
い

11
　

か
つ
て
、
日
本
経
済
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
長
期
低
迷
の
平
成
不
況

の
中
、
乏
し
い
財
政
事
情
を
や
り
繰

り
し
て
、
鋭
意
奮
闘
さ
れ
て
い
る
行

政
ご
当
局
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

県
民
の
安
定
し
た
生
活
は
、
単
に
経

済
事
情
の
み
で
定
ま
る
も
の
で
な
く
、

深
い
慈
愛
と
熱
い
信
頼
に
よ
っ
て
求

め
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

従
来
の
慣
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
批
判

を
恐
れ
ず
、
県
民
の
求
め
る
真
の
声

に
従
っ
て
堂
々
と
業
務
に
邁
進
さ
れ

た
い
。【
西
濃
採
土
石
（
協
）】

　
　

公
共
工
事
に
伴
う
発
生
土
砂

12（
工
事
処
分
土
砂
）
の
再
利
用
に
つ

い
て

　

公
共
工
事
等
で
発
生
す
る
土
砂
の

内
、
砂
利
、
砂
資
源
と
し
て
再
利
用

が
可
能
な
も
の
ま
で
処
分
土
砂
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

「
分
け
れ
ば
資
源
。
混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ
」

と
い
う
言
葉
は
、
工
事
処
分
土
砂
に

も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
当
組
合
に

対
し
て
こ
れ
ら
の
有
効
資
源
を
活
用

す
る
た
め
、
工
事
処
分
土
砂
を
一
任

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
資
源
と
そ
う

で
な
い
も
の
を
分
け
て
活
用
す
る
。

こ
れ
に
よ
り
従
来
の
工
事
残
土
経
費

よ
り
大
幅
に
経
費
削
減
が
で
き
る
。

こ
の
「
限
ら
れ
た
資
源
を
有
効
活
用

す
る
」
当
組
合
の
活
動
を
県
や
市
等

公
共
工
事
発
注
者
に
Ｐ
Ｒ
、
指
導
方

を
要
望
す
る
。【
岐
阜
県
砂
利
（
協
）】
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県
議
と
の
懇
談
会
・
辻
会
長
あ
い
さ
つ

．

．

．．

．．．．

．

．
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伊
藤
修
県
農
林
商
工
部
商
工
局
産

業
経
済
室
課
長
補
佐
が
、
新
年
度
の

県
商
工
施
策
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

「
十
五
年
度
を
文
化
産
業
お
こ
し
元

年
と
し
、�
付
加
価
値
�
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
施
策
を
展
開
す
る
。
そ
の
た
め
、

知
恵
で
戦
略
的
な
販
売
や
も
の
づ
く

り
が
で
き
る
人
づ
く
り
に
重
点
を
置

き
、
県
内
五
圏
域
に
人
材
育
成
拠
点

を
整
備
す
る
。
金
融
支
援
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
緊
急
融
資
を
継
続
す

る
」
と
説
明
し
た
。

　

金
子
雅
則
東
海
財
務
局
岐
阜
事
務

所
財
務
課
長
は
、
東
海
地
区
の
経
済

情
勢
に
つ
い
て
「
依
然
厳
し
い
状
況

だ
が
、
持
ち
直
し
の
動
き
も
見
ら
れ
、

全
国
で
も
良
好
な
地
域
」
と
報
告
。

ま
た
、
吉
田
明
史
商
工
組
合
中
央
金

庫
岐
阜
支
店
長
は
、
金
融
窓
口
か
ら

見
た
景
況
動
向
と
し
て
「
前
向
き
な

設
備
投
資
が
少
な
く
、
稀
に
自
動
車

関
係
の
増
産
投
資
が
あ
る
が
、
厳
し

い
中
で
も
収
益
を
あ
げ
る
中
小
企
業

が
出
始
め
て
い
る
の
も
確
か
で
あ

る
」
と
報
告
し
た
。

　

引
き
続
き
、
出
席
し
た
情
報
連
絡

員
か
ら
の
現
況
報
告
等
を
行
っ
た
。

〜
業
界
の
主
な
声
〜

　

岐
阜
県
製
麺
（
協
）
＝
価
格
競
争

に
巻
き
込
ま
れ
て
い
る
。
健
康
を
前

面
に
出
し
た
商
品
開
発
な
ど
、
高
付

加
価
値
化
、
差
別
化
に
努
め
て
い
る
。

　

岐
阜
メ
ン
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
（
工

組
）
＝
海
外
生
産
の
影
響
で
企
業
数

が
減
少
。
人
材
育
成
を
原
点
に
も
の

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
海
外

製
品
と
の
競
合
に
勝
つ
た
め
、
素
材

開
発
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
（
協
）
飛
騨
木
工
連
合
会
＝
飛
騨
の

家
具
は
比
較
的
落
ち
込
み
が
少
な
い

が
、
組
合
と
し
て
は
�
飛
騨
の
家
具
�

の
ブ
ラ
ン
ド
構
築
・
強
化
と
、新
規
の

販
売
ル
ー
ト
確
立
に
も
努
め
て
い
る
。

　

岐
阜
県
紙
器
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
（
工

組
）
＝
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
海
外
製
に
移

行
し
つ
つ
あ
る
。
コ
ス
ト
を
製
品
価

格
に
反
映
で
き
ず
、
収
益
を
圧
迫
し

て
い
る
。
企
業
間
格
差
が
目
立
つ
。

　

岐
阜
県
印
刷
（
工
組
）
＝
印
刷
以

外
に
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン

等
に
携
わ
る
企
業
が
出
始
め
、
業
界

も
印
刷
と
情
報
産
業
の
二
極
化
が
進

み
、
情
報
産
業
と
し
て
の
ウ
ェ
イ
ト

が
高
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　

岐
阜
県
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
（
工
組
）

＝
原
料
（
石
油
）
の
値
上
が
り
で
、

販
売
価
格
が
上
が
ら
ず
収
益
が
出
な

い
。
東
南
ア
ジ
ア
、
特
に
中
国
か
ら

輸
入
さ
れ
る
安
価
な
製
品
に
対
抗
す

る
た
め
新
製
品
開
発
、
高
付
加
価
値

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

岐
阜
県
可
児
工
業
団
地
（
協
）
＝

大
手
か
ら
の
値
引
き
要
請
で
収
益
は

上
が
ら
な
い
。
売
上
は
あ
っ
て
も
経

常
利
益
は
減
少
。
忙
し
い
だ
け
で
赤

字
に
転
落
し
た
企
業
も
あ
る
。

　

川
崎
岐
阜
（
協
）
＝
組
合
と
し
て
、

受
注
体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
る
。

資
金
繰
り
難
を
解
決
す
る
た
め
、
組

合
員
向
け
の
低
利
融
資
を
検
討
中
。

　
（
協
）
土
岐
美
濃
焼
卸
セ
ン
タ
ー
＝

団
地
内
で
の
自
主
廃
業
が
目
立
ち
、

そ
の
跡
地
に
入
っ
て
く
る
企
業
が
な

い
。
他
産
地
と
の
差
別
化
、
高
付
加

価
値
化
を
目
指
し
て
い
る
。
来
春
、

団
地
入
り
口
に
完
成
す
る
道
の
駅
を

団
地
活
性
化
の
起
爆
剤
に
し
た
い
。

　

岐
阜
食
品
青
果
（
協
）
＝
廃
業
が

増
加
。
四
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
全
国
販
売
を
開
始
す
る
。

　

岐
阜
県
電
器
（
商
組
）
＝
後
継
者

難
に
よ
る
廃
業
が
多
い
。
消
費
者
か

ら
「
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
商
売

を
」
と
い
う
要
望
が
あ
る
。
こ
こ
に

活
路
を
見
出
し
た
い
。

　
（
協
）
下
呂
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
＝
全
国
的
に
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ア

に
よ
り
競
争
激
化
。
空
き
店
舗
が
増

え
、
財
政
難
に
よ
り
高
度
化
資
金
の

返
済
に
苦
慮
し
て
い
る
共
同
店
舗
も

あ
る
。
当
組
合
は
地
域
一
番
店
だ
が
、

土
・
日
曜
な
ど
休
日
の
売
上
確
保
が

困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
客
数
は
横

這
い
だ
が
客
単
価
が
下
落
し
て
い
る
。

　

岐
阜
県
自
動
車
タ
イ
ヤ
整
備
（
商

工
）
＝
メ
ー
カ
ー
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
が

直
営
店
を
出
店
し
て
き
て
お
り
、
厳

し
い
状
況
。
組
合
員
間
の
情
報
交
換

の
必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。

　

下
呂
温
泉
旅
館
（
協
）
＝
資
金
調

達
に
対
す
る
金
融
支
援
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

　

羽
島
総
合
建
設
（
協
）
＝
四
月
以

降
は
工
事
が
減
少
す
る
た
め
、
雇
用

問
題
が
懸
念
さ
れ
る
。
中
小
企
業
向

け
の
融
資
制
度
の
充
実
を
願
い
た
い
。

　

岐
阜
県
中
央
会
は
、『
情
報
連
絡
員
全
体
会
議
』
を
二
月
二
十
七
日
、
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
で
開
催
し
た
。

　

会
議
で
は
、
中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
に
景
気
動
向
調
査
等
を
委
嘱
し
て
い
る
情
報
連
絡
員
三
十
五
人

が
業
界
の
現
況
や
組
合
の
取
り
組
み
等
を
報
告
。
低
収
益
、
廃
業
の
増
加
な
ど
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
資
金
繰
り

に
対
す
る
金
融
支
援
を
望
む
声
や
、
製
品
の
高
付
加
価
値
化
、
差
別
化
な
ど
に
取
り
組
む
組
合
が
目
立
っ
た
。

製品の付加価値化などに活路を
情報連絡員35人が業界の現況など報告

中小企業団体情報連絡員全体会議

組
合
の
取
り
組
み
も
報
告

�
…
適
正
な
労
働
時
間
・
走
行
管
理
な
ど
、
事
業
場
に
お
け
る
『
交
通
労
働
災
害
防
止
対
策
』
の
実
施
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
岐
阜
労
働
局
】
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�
…
機
械
設
備
、作
業
環
境
等
の
点
検
及
び
整
備
な
ど
、『
死
亡
災
害
撲
滅
等
労
働
災
害
防
止
対
策
』の
実
施
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
岐
阜
労
働
局
】

S
Q
カ
ー
ド
に
期
待
を
寄
せ
る
大
塚
理
事
長

県
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス　

の
作
品

（協）

商
店
街
関
係
者
限
定
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

岐
阜
市
商
連
「
Ｓ
Ｑ
カ
ー
ド
」
始
め
る

　

岐
阜
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

（
大
塚
滋
治
理
事
長
）
は
、
昨
年
十

二
月
一
日
か
ら
「
Ｓ
Ｑ
カ
ー
ド
」
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
。

　
「
Ｓ
Ｑ
」
と
は
、
商
店
の
集
ま
り
を

意
味
す
る
�
Ｓ
h
o
p
p
i
n
g  
Ｑ

u
a
r
t
e
r
s
�
と
い
う
英
語
の

頭
文
字
を
取
っ
た
も
の
。
現
金
決
済

や
ク
レ
ジ
ッ
ト
機
能
は
な
く
、
買
い

物
専
門
の
カ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
。

　

商
店
街
関
係
者
限
定
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
の
が
特
徴
で
、
メ
ン
バ
ー

（
カ
ー
ド
利
用
者
）
は
、
現
在
、
組

合
員
と
そ
の
家
族
、
従
業
員
に
限
定

し
て
お
り
、
市
商
連
の
加
盟
店
で
買

い
物
を
し
て
も
ら
う
の
が
狙
い
。

　

メ
ン
バ
ー
に
な
る
に
は
、
一
枚
百

円
で
カ
ー
ド
を
購
入
し
、
加
盟
店
に

な
り
た
い
店
舗
は
、
加
盟
店
を
証
明

す
る
プ
レ
ー
ト
を
レ
ジ
や
壁
な
ど
に

掲
げ
る
。
メ
ン
バ
ー
へ
の
特
典
は
加

盟
店
に
よ
り
様
々
で
、
消
費
税
分
の

還
元
、
抽
選
券
や
粗
品
の
進
呈
、
割

引
な
ど
、
加
盟
店
が
サ
ー
ビ
ス
内
容

を
自
由
に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
塚
理
事
長
は
「
こ
の
事
業
が
軌

道
に
乗
れ
ば
、
一
般
顧
客
に
も
対
象

を
拡
大
し
、
郊
外
に
流
れ
た
顧
客
を

呼
び
戻
し
た
い
」
と
、
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
。

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
、寄
せ
植
え
人
気

第
７
回
G
I
F
U
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ー

二
月
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
、
岐
阜

メ
モ
リ
ア
ル
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
。
展
示
・
販
売
、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

シ
ョ
ー
な
ど
、
花
き
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
で
賑
わ
っ
た
。

　

特
に
、
女
性
に
は
「
フ
ラ
ワ
ー
ア

レ
ン
ジ
＆
寄
せ
植
え
コ
ン
テ
ス
ト
」

が
人
気
で
、
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ

た
作
品
に
見
入
っ
て
い
た
。

　

中
央
会
傘
下
の
参
加
組
合
は
次
の

と
お
り
。

　
【
フ
ラ
ワ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
出
展
】

岐
阜
県
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
協
同
組

合
（
木
野
村
教
眞
理
事
長
）【
展
示
・

販
売
】
フ
ァ
ー
ム
ネ
ッ
ト
岐
阜
協
同

組
合
（
加
藤
孝
義
理
事
長
）【
県
産
品

等
販
売
】
岐
阜
県
米
菓
工
業
協
同
組

合
（
加
藤
都
喜
男
理
事
長
）

　
「
花
の
笑
顔
の
贈
り
物
〜
暮
ら
し

に
花
を
咲
か
せ
よ
う
〜
」
を
テ
ー
マ

に
、『
第
７
回
Ｇ
Ｉ
Ｆ
Ｕ
フ
ラ
ワ
ー

シ
ョ
ー
』（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
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海 外 駐 在 員 レ ポ ー ト
　

米国ユタ州政府の技術商業化プログラム
岐阜県ユタ州駐在員　池 戸 克 成

◆情報産業などの発展を遂げるユタ州　米国ユタ州
は、日本の本州とほぼ同じの広大な面積の中に岐阜
県を若干上回る約２２０万の人口を抱える中西部山岳
地帯の州である。石炭、金、銅、ウランなどの鉱業、
牧草や小麦などの灌漑農業、牧畜業などが盛んな一
方で、１９８０年代から始まったとされる「ニューエコ
ノミー」時代の幕開けにより、電気通信やＩＴ等の
高度な技術を用いた産業も発展している。ニューエ
コノミー時代は、才能豊かな個人が力を発揮できる
時代といわれており、ユタ州においても、ＩＴやバ
イオテクノロジー等のハイテク分野で起業する個人
や急成長を遂げる中小企業が大幅に増加してきたと
いう。
◆技術開発分野に強み　ユタ州は、もともとテレビ
の発明や世界初の人口心臓の開発など、技術開発分
野において優れた歴史を有する土地柄である。また、
主要な高等教育機関の一つであるユタ大学は、経済
発展は強固な科学技術を基盤とすべきだという考え
のもと、１９６０年代に全米で最初にコンピュータ・サ
イエンス学部を創設した大学の一つでもあり、科学
技術分野において有能な人材を生み出す土壌を教育
によって育んできた歴史がある。
　しかし一方で、先見性を持った教育環境の存在だ
けで、約２,５００社に上るＩＴ関連企業がユタ州で活躍
する現状を説明することは難しい。ユタ州がこのよ
うに発展した背景として、高度な研究開発力を実際
のビジネスへと繋げる様々な試みが各界において実
践されてきたことも重要な要素と考えられる。今回
はそのような試み中で、全米で最も成功している事
例の一つと評価されている、州政府事業の
COEP(Centers of Excellence Program) を紹介する。
◆ＣＯＥＰとは　ユタ州のCOEP とは、商業化に近
い段階の研究開発を行っている大学プロジェクトで
民間や連邦政府から資金を得ているものに対し、州
政府が毎年競争原理に基づき、商業化が有望と見な
されるものに重点的に資金供給するというものであ
る。民間等から資金を得る必要があるということは、
業界や社会が必要とする研究開発が大学内で活発化
することに繋がる。また、毎年、多くの応募プロジェ
クトの中から専門家チームによる激しい議論を経て
支援対象を決定する競争原理を採用することで、一
度支援が決定すれば最後まで無条件で面倒を見ても
らえるという大学側の甘い考えを排除し、研究開発
の質の向上を促す効果をもたらしている。高い研究
開発力によって生み出される技術シーズを、ベン
チャー企業の創設や地元企業へ技術移転に結びつけ、
州内における関連ビジネスの拡大と雇用機会の増加、
ひいては州経済の発展と州民の生活水準の向上に繋

げることが当事業の目的
である。
◆大きな成功　全米で２
番目の早さで、ユタ州の
COEP は１９８６年に創設さ
れた。以来、COEP は毎
年約２百万ドル（約２億
４千万円）の支援を当事
業に充てている。２００１年
度においては、１６のプロ
ジェクトが支援対象とし
て選定されたが、不況下にも関わらず、民間等と州
政府の資金調達比率が全体で１１対１という割合を
達成した。州政府１に対し民間等から２の割合で資
金調達する必要があるというCOEPの条件を軽く上
回るもので、新たな技術のビジネス化に対する社会
の期待の大きさを窺い知ることができる。当該年度
は、最終的に８つの新たな企業が誕生した。
　過去１６年間の実績を見ても大きな成果を生んで
きたことがわかる。新規企業は１５０社が誕生し、こ
れらの企業では、平均年収が６万８千ドル（約８１６
万円）の新規雇用者が１３００人以上生まれたという。
また、全体で１７９の特許を取得し、他企業とのライ
センス契約数も２０４に上っている。新規企業の中に
は、後に株式上場するなど成長を続ける会社も多く、
大学の技術がビジネスに着実に結びついている状況
がわかる。
◆成功の背景　成功要因としては、支援対象を商業
化に近いと考えられるプロジェクトに限定している
ことが第一に挙げられるが、これ以外にも、研究開
発活動と平行して、商業化後のビジネス戦略につい
て外部支援を受けるための資金を各プロジェクトに
与えている点が特徴といえる。早い段階から、消費
者やライセンス先の市場調査や財政等について専門
家の助言を得て計画を練り、また、調査結果等を研
究開発の方向性にフィードバックするなどして、ス
ムーズな商業化への移行を目指している。
◆最後に  大学に埋もれている優れた技術シーズを
ビジネスに転換するという考えは、日本でも共有さ
れている。平成１０年のＴＬＯ法の施行で、法的に
も整備されている。しかし、大学研究者の身分の問
題や産業界の関わり等、日本と米国では、背景とな
る環境に違いがあることも事実であり、米国と同じ
プログラムをそのまま採用すれば日本でも成功する
という単純なものではない。優良事例を日本に合っ
た形で生かす方策を考えることが、海外事例から学
ぶ場合に、重要かつ最も困難な点だと感じている。
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県内中小企業主要業種の景気動向
（１月末調査）

表の見方：売上～景況感：○好転・増加　△変わらず　▲悪化・減少

１月景況調査

景
況
感
、小
幅
改
善

倒
産
等
の
信
用
不
安
増
す

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△△△▲▲▲タ イ ル
▲△△△△▲窯 業 原 料
▲▲△▲▲▲耐 火 れ ん が
▲△▲▲▲○石　 　 灰
▲△△△△△生　 コ　 ン
▲▲▲△△○砂 利 生 産
△△△△△○砕 石 生 産
▲△△▲△▲鋳　 　 物
△△△△△△刃物等金属製品 （輸出） 
▲△▲▲△▲刃物等金属製品 （内需） 
△▲△△△△メ　 ッ　 キ
△△△△▲△県 金 属 工 業 団 地
△△△△△△可 児 工 業 団 地
△△△△△○金　 　 型
△△△△△△機械工具・工作機械
△▲△△▲△電 気 機 械 器 具
▲▲▲▲△▲輸 送 機 器
△△△▲△▲各種物産品（観　 光）
▲▲▲▲▲▲各種物産品（ギフト）
△△△△△△総合卸売業（飛騨地区）
△△△△△▲総合卸売業（岐阜地区）
▲△△▲▲▲陶　 磁　 器
△△△△△△青　 　 果
△△△△△△水　 産　 物
▲△▲▲▲▲家 電 機 器 販 売
▲▲▲△△△メ ガ ネ 販 売
――――――中 古 自 動 車 販 売
△△△△△△石 油 製 品 販 売
▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 岐 阜 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

△▲△△△△味 噌 ・ 醤 油
▲▲▲▲△▲豆 腐 製 造
△△▲▲△▲食 肉 （ 国 産 ）
△△△▲△△菓　 　 子
▲○▲▲△▲米　 　 菓
▲▲▲▲▲▲酒　 　 造
▲△△▲△△製 麺
▲△▲▲△△撚　 糸
△△△▲△△ニ ッ ト 工 業
▲▲▲▲▲▲毛　 織　 物
▲△▲▲△▲合 成 繊 維 織 物
▲△△▲△▲メ ン ズ ア パ レ ル
▲△△▲▲▲婦 人 ・ 子 供 服
▲△▲▲▲▲縫　 　 製
▲△△△▲○製　 　 材
▲▲△▲△▲銘　 　 木
▲△△△△△集　 成　 材
▲▲▲▲▲▲家 具 （ 美 濃 ）
▲▲△▲△▲家 具 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲▲東 濃 ひ の き
△△△△○▲家　 庭　 紙
▲△▲▲△▲特　 殊　 紙
▲▲△△△▲紙　 加　 工
△△△▲△△印　 　 刷
▲▲△▲▲○プ ラ ス チ ッ ク
△▲△△△△陶 磁 器 （ 工 業 ）
▲△▲▲▲▲陶 磁 器 （ 輸 出 ）

景

況

感

雇
用
人
員

資
金
繰
り

収
益
状
況

販
売
価
格

売

上

高

調査項目

業　　種

▲△△△▲▲共 同 店 舗（ 飛 騨 ）
△△△△○△生 花 販 売
▲▲▲▲▲▲岐 阜 市 商 店 街
△△△△△△大 垣 市 商 店 街
▲▲▲▲▲△多 治 見 市 商 店 街
▲△△△△○恵 那 市 商 店 街
▲△▲▲△▲高 山 市 商 店 街
△△△△△▲車 体 整 備
△△△▲▲▲タ イ ヤ 整 備
――――――長 良 川 畔 旅 館
△△△▲▲▲下 呂 温 泉 旅 館
△△△△▲△高 山 旅 館
▲▲▲▲▲▲ク リ ー ニ ン グ
△△△▲△▲広 告 美 術
――――――情 報 サ ー ビ ス 業
△△△▲▲▲映 像 制 作
▲△▲▲△▲飲　 食　 業
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 岐 阜 ）
▲▲▲▲▲▲土 木 （ 飛 騨 ）
▲▲▲▲▲△土木・建築（羽島）
▲△△▲△△建 築 （ 各 務 原 ）
▲△▲△△△鋼 構 造 物
△△△△△○電 気 工 事
△△△△△△管 設 備 工 事
△△△△△△建 築 板 金
▲▲▲▲▲▲建　 　 具
▲△▲▲▲▲産直住宅（付知地区）
△△△▲▲▲貨 物 運 送（ 県 域 ）
△△△△△▲軽 運 送

い
中
、機
械
・
金
属
で

前
月
水
準
に
比
較
し

て
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小

し
た
こ
と
が
、
全
体
の

マ
イ
ナ
ス
幅
縮
小
の
要

因
で
あ
る
が
、依
然
と

し
て
厳
し
い
数
値
で

　

中
央
会
が
主
要
業
種
八
十
五
組
合
を
対

象
に
ま
と
め
た『
一
月
の
特
色
』は
次
の
と
お
り
。

　
〔
一
月
の
特
色
〕
組
合
か
ら
見
た
県
内
中

小
企
業
の
特
色
は
�
景
況
感
悪
化
縮
小
・
依

然
厳
し
い
状
況
�
先
行
き
不
安
感
が
強
い
―

と
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
の
Ｄ
Ｉ
値
は
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
で
、

57

前
月
の
マ
イ
ナ
ス　

ポ
イ
ン
ト
に
対
し
４
ポ
イ
ン

61

ト
の
改
善
。
七
月
以
降
三
ヵ
月
連
続
し
て
の
改

善
傾
向
後
、二
ヵ
月
連
続
の
悪
化
と
な
り
、当

月
再
び
改
善
の
動
き
と
な
る
な
ど
、
六
月
以

降
水
面
下
で
一
進
一
体
で
推
移
し
て
い
る
。

　

業
種
別
Ｄ
Ｉ
値
は
、
全
般
に
変
化
が
小
さ

あ
り
、業
況
は
一
段
と
冷
え
込
ん
で
い
る
。

　

売
上
高
、
販
売
価
格
、
収
益
動
向
な
ど
主
要
指

標
の
動
向
に
つ
い
て
も
、
全
て
マ
イ
ナ
ス
幅
縮
小
の
動

き
と
な
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
水
準
で

推
移
し
て
い
る
。消
費
低
迷
、
公
共
工
事
・
民
需
の

停
滞
、
企
業
間
競
争
の
激
化
、
海
外
製
品
と
の
競

合
な
ど
の
経
済
環
境
は
変
わ
ら
ず
、厳
し
い
企
業
経

営
が
続
い
て
い
る
。　

　

ま
た
、
年
末
商
戦
の
不
振
が
延
長
す
る
形
で
の

消
費
低
迷
、
同
業
者
の
廃
業
、
取
引
先
関
係
の
倒

産
に
よ
る
信
用
不
安
、
企
業
マ
イ
ン
ド
の
低
下
を
指

摘
す
る
声
が
増
し
て
い
る
。
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岐阜県内で人材をお探しの企業と、仕事をお探しの方々のために

岐 阜 県 し ご と 情 報 ひ ろ ば岐 阜 県 し ご と 情 報 ひ ろ ばを開設します！！
� ��������������������������������������������������������

アドレス http://www.gifu-shigoto.jp/
企業の求人情報登録開始予定日 平成１５年３月３日（月）
求職者の求職情報登録開始予定日 平成１５年４月１日（火）

 

［システムの概要（求人企業）］
�求人を行う県内企業が、企業情報や求人情報を「岐阜県しごと情報ひろば」にパソコンで新規登録します。
←登録開始は、平成１５年３月３日から。（登録内容：業種、募集人数、雇用条件、Ｅメールアドレスな
ど）
�登録が完了すると、ＩＤ番号とパスワードが付与されます。
�登録した企業の求人情報が「岐阜県しごと情報ひろば」に掲載されます。
�ＩＤ番号とパスワードを使って、求職者の情報を閲覧します。（希望職種や自己ＰＲ等。求職者の住所や
電話番号は閲覧できません。）
�貴社が面接を希望する求職者に、パソコン上でアプローチを行います。
�貴社に対しても、求職者から直接アプローチがあります。（貴社のＥメールに連絡されます。）
�貴社と求職者の間で、面接や細かい雇用条件などをやりとりしてください。
�採用が決まった場合、求人情報の削除をしてください。（採用が決まらない場合でも６０日程度で求人情報
は削除されます。ただし、企業情報は１年で削除されます。）

（求職者）
�県内で就職を希望する方が、自分の特技や自己ＰＲなどを「岐阜県しごと情報ひろば」にパソコンで新規
登録します。←登録開始は、平成１５年４月１日から。( 登録内容：希望職種、資格、自己ＰＲ、Ｅメール
アドレス等 )　
�登録が完了すると、ＩＤ番号とパスワードが付与されます。
�登録した求職情報が「岐阜県しごと情報ひろば」に掲載されます。（求職者の住所、電話番号などは掲載
されません。）　

�求職者情報を求人企業が閲覧し、面接を希望する企業からパソコンでアプローチがあります。
�求職者からは、ＩＤ番号とパスワードを使って求人企業の情報を閲覧することができ、求人企業にアプ
ローチをすることもできます。（企業へのアプローチは、パソコン上で行ってください。）

�求職者と求人企業の間で、面接や細かい雇用条件などをやりとりしてください。
�採用が決まった場合、求職情報の削除をしてください。（採用が決まらない場合でも６０日程度で求職情報
は削除されます。）

［注意事項］
１．当システムは職業安定法上の職業紹介を行うものではなく、ハローワークへの求人登録・求職登録とは別

であり、ハローワークの紹介で雇い入れた場合の各種奨励金・助成金の対象とはなりません。
２．利用については、求人企業と求職者自らの責任において行うものです。

「岐阜県しごと情報ひろば」に関するお問い合わせ先
　〒 500 － 8570　岐阜県岐阜市薮田南２－１－１
　　岐阜県農林商工部雇用対策室　雇用創出グループ
　　　電　　話　０５８－２７２－１１１１（内線３１２５）　ＦＡＸ　０５８－２７２－６４７２
　　　メールアドレス　cll340@govt.pref.gifu.jp

○厳しい雇用失業情勢の中、岐阜県では人材を求める県内企業の求人情報と、県内で就職を希望する求
職者情報を掲載し、双方の直接対話により雇用のマッチングを図るホームページを開設します。

岐阜しごと�
　　情報ひろば�

県内求人企業� 求職者（個人）�
パソコン上で�
直接対話�

求職者登録�
求人情報の閲覧�

求人登録�
求職者情報の閲覧�

［システムのイメージ図］
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社
団
法
人
岐
阜
県
情
報
産
業
協
会

（
辻
正
会
長
）は
、『
第
３
回
研
修
会
』

を
二
月
二
十
四
日
、
長
良
川
ホ
テ
ル

で
開
催
し
、
会
員
ら
約
五
十
名
が
出

席
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
西
岡
郁
夫
モ
バ
イ

ル
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
キ
ャ
ピ
タ
ル

�
代
表
取
締
役
社
長
が
『
も
っ
と
儲

か
る
Ｉ
Ｔ
化
へ
』
と
題
し
て
講
演
。

　

西
岡
氏
は
、
Ｉ
Ｔ
が
商
売
の
中
で

　

金
融
庁
は
、
昨
年
十
月
二
十
五
日

か
ら
『
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
に

関
す
る
情
報
の
電
子
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
受
付
制
度
』（
通

称
「
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」）
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
等
へ
の
金
融
の
円
滑
化

を
求
め
る
声
が
引
き
続
き
強
く
、
ま

た
、
金
融
機
関
の
利
用
者
へ
の
説
明

不
足
な
ど
に
よ
る
不
適
切
な
取
り
扱

い
も
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中

小
企
業
な
ど
借
り
手
の
声
を
幅
広
く

聞
く
た
め
の
も
の
で
す
。　

受
け
付

け
た
情
報
は
、
検
査
・
監
督
の
実
施

に
あ
た
り
重
要
な
情
報
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
名
・
支

店
名
や
取
引
の
内
容
等
、
具
体
的
に

〈
中
央
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

U
R
L-http://w

w
w
.chuokai-gifu.or.jp/

  
 
          
 
 
                    

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉

info@
chuokai-gifu.or.jp

      
                  

　

日　
（
社
）
岐
阜
県
情
報
産
業
協

24
会
・
第
３
回
研
修
会
（
長
良
川
ホ

テ
ル
）

　

日　

第
２
回
岐
阜
労
働
問
題
協
議

26
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

地
域
動
向
に
関
す
る
情
報
交
換

会
（
岐
阜
財
務
事
務
所
）

　

日　

組
合
等
活
性
化
情
報
・
編
集

27
委
員
会
（
県
民
ふ
れ
あ
い
会
館
）

　
　

情
報
連
絡
員
全
体
会
議
（
県
民

ふ
れ
あ
い
会
館
）

　

日　

都
道
府
県
中
央
会
事
務
局
代

28
表
者
会
議
（
全
国
中
央
会
）

〈
二
月
中
〉

１
日　

第
７
回
岐
阜
県
環
境
づ
く
り

県
民
会
議
推
進
大
会
（
県
民
ふ
れ

あ
い
会
館
）

４
日　

岐
阜
県
高
等
学
校
就
職
問
題

検
討
会
議
（
岐
阜
労
働
局
金
町
庁

舎
）

７
日　

ビ
ジ
ネ
ス
ド
リ
ー
ム　

「
ベ

21

ン
チ
ャ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
・
出
会
い

の
場
」（
ソ
フ
ト
ピ
ア
ジ
ャ
パ
ン
）

　

日　

多
角
的
連
携
指
導
強
化
事
業

10
第
２
回
委
員
会
（
全
国
中
央
会
）

　

日　

官
公
需
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
エ
ル
・

12

ア
リ
ー
ヴ
ォ
岐
阜
）

　

日　

中
小
企
業
金
融
対
策
に
係
る

14
地
域
説
明
会
（
愛
知
県
信
用
保
証

協
会
）

　

日　

第
８
回
組
織
化
指
導
中
央　

19
研
究
会
（
全
国
中
央
会
）

　

〜　

日　

第
７
回
G
I
F
U
フ
ラ

21

23
ワ
ー
シ
ョ
ー
（
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
）

た
ら
業
績
が
上
が
る
か
を
徹
底
的
に

分
析
し
、
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
Ｉ
Ｔ
化

を
進
め
る
こ
と
が
重
要
」
と
強
調
。

Ｉ
Ｔ
革
命
は
む
し
ろ
�
商
売
革
命
�

だ
と
述
べ
た
。
ま
た
、「
メ
ー
ル
は
一

度
に
多
く
の
人
に
伝
達
で
き
、
情
報

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
。
戦

略
的
に
意
味
の
あ
る
内
容
の
や
り
と

り
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
」
と
、

自
ら
の
体
験
を
交
え
語
っ
た
。

　

Ｅ
-m
ail・
joho@

fsa.go.jp

�
〇
三
（
三
五
〇
六
）
六
六
九
九

　

な
お
、
東
海
財
務
局
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｔ
革
命
は
�
商
売
革
命
�

情
産
協
・
研
修
会

貸
し
渋
り
な
ど
相
談
受
付

金
融
庁
「
貸
し
渋
り
・
貸
し
剥
が
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

ご
記
入
く
だ
さ
い
。

�
金
融
庁
�

http://w
w
w
.fsa.go.jp/

情
産
協
・
研
修
会　

西
岡
氏
の
講
演

う
ま
く
活
用
さ
れ
て
い
る
事
例
を
挙

げ
、「
会
社
の
ト
ッ
プ
自
身
が
Ｉ
Ｔ
を

理
解
し
、
会
社
の
ど
こ
を
Ｉ
Ｔ
化
し

�
東
海
財
務
局
�

http://w
w
w
.m
of-tokai.go.jp/

Ｅ
-m
ail･joho@

m
of-tokai.go.jp

�
〇
五
二
（
九
五
一
）
一
八
一
四

　

商
工
組
合
、
協
同
組
合
、
企
業
組

合
等
の
中
小
企
業
関
係
組
合
は
、
中

小
企
業
団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律

第
七
条
第
三
項
、
中
小
企
業
等
協
同

組
合
法
第
五
条

第
三
項
に
よ
り

『
組
合
は
特
定

の
政
党
の
た
め
に
利
用
し
て
は
な
ら

な
い
』
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

法
の
趣
旨
は
、
組
合
の
外
部
勢
力
、

ま
た
、
内
部
の
小
数
に
よ
っ
て
組
合

が
政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を

防
止
す
る
も
の
で
、
今
後
と
も
法
の

趣
旨
を
十
分
に
尊
重
の
う
え
、
組
合

運
営
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
組
合
の
名
で
特
定

な
公
職
選
挙
の

候
補
者
を
推
せ

ん
し
た
り
、
組

合
の
総
会
で
特
定
候
補
者
の
推
せ
ん

や
特
定
政
党
の
支
持
を
決
議
す
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
解
さ

れ
ま
す
。

組
合
の
政
治
的
中
立
を

�
…
Ｉ
Ｔ
研
修『
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ 
２
０
０
２ 
基
礎
』４
月　

日
木
〜　

日
金
・　

時
〜　

時　

分
・
ド
リ
ー
ム
コ
ア
４
階　
　
　

24

25

10

16

45

お
問
い
合
わ
せ
は
、ド
リ
ー
ム
コ
ア
・
全
国
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
専
門
研
修
セ
ン
タ
ー　

�
〇
五
八
四（
七
七
）一
一
一
三
ま
で
。


